


































































年　度 2005 2006 2007 2008 2009 2010
ASR引取重量 480,463 597,974 643,322 644,175 694,567 681,485
ASRﾘｻｲｸﾙ施設への投入量 289,519 394,353 457,545 511,356 573,651 588,150
ASRﾘｻｲｸﾙ施設からの廃棄物量 40,585 47,964 43,573 57,618 54,631 51,776
全部利用施設への投入量 50,825 71,949 59,018 47,952 45,417 37,906
全部利用施設からの廃棄物量 928 3,650 745 685 2,289 3,469
埋立処分量 181,632 183,286 171,077 143,170 132,419 110,673
出典：ARTおよびTHチームがホームページで掲載しているASR再資源化等の実施状況を元に作成
表1　ASRの構成物および元素の割合
構成物 割合（％） 元　素 割合（％）
樹脂 33 有機物 60
ウレタン 16 Fe 6
繊維 15 Cu 3
ゴム 7 Al 1
木材 3 S 7
紙 2 Ca 5
鉄 8 Na 2











ࢱࢪࢹ1RQ0DJ 0DJ)ORDW WDRO)NQL6 6LQNࢥ࣑࣬࣊ࣜࢹም≟∸ PPPPPPࡐࡡ௙PP6LQN )ORDW6LQN )ORDW&RQG 1RQ&RQG &RQG 1RQ&RQG
ᗣ⮤ິ㌬ࣈࣝࢨࣖࣝࢴࢱ࣭ࣛࣤࢸ࣏ࣤࢨࣖࣝࢴࢱ࣭☚ງ㐽ืᶭ
Air Jet Separator Air Jet Separator ᡥ㐽ࢹ࣒ࣞࣤࣜࢪࢠ࣭ࣛࣤ 㕪
$65



















































Ru Rh �d Os Ir �t その他
Iridosmine 7〜15 0〜6 0〜2 29〜39 43〜55 0〜4 Ee〜7
Ruthenosmiridium 21 0〜1 0〜1 37〜39 38〜39 0〜2 　
�alladium-�latinum 　 　 51 　 　 49 　
�latinum 4 6 0.4 23 17 49 　




Stibiopalladium, �d3Sb 　 　 〜70 　 　 　 Sb〜28
















年 2005 2006 2007 2008 2009
供
給
南アフリカ 81 86 86 76 74
ロ シ ア 144 122 141 114 113
北 米 28 31 31 28 23
そ の 他 8 8 9 10 11
合 計 262 247 267 227 221
触 媒 回 収 31 38 48 50 45
再 計 281 285 315 278 265
需
要
欧 州 45 44 53 56 60
日 本 51 49 49 51 41
北 米 77 67 71 60 52
中 国 55 47 46 45 49
そ の 他 31 38 42 47 41
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＋2mm －2＋1mm －1mm Total
試料A 68.5  5.6  25.9  100.0 
試料B 89.3  6.2  4.5  100.0 
試料C 36.3  47.2  16.6  100.0 
表9　各試料の −1 mm産物における貴金属の含有量（ppm）
試料名 Au Ag �d
試料A 10 27 ＜1
試料B 5 43 ＜1






10 15 20 25
Fe 　 　 　 　
Ni 　 69.1  83.1  71.0 
Cu 　 5.1  2.2  2.6 
Zn 　 　 0.9  1.0 
�d 　 　 　 　
Ag 　 　 　 　




10 15 20 25
Fe 　 0.6  1.8  0.4 
Ni 　 　 　 0.4 
Cu 　 1.3 1.9 1.1
Zn 　 　 　 0.7 
�d 　 　 　 　
Ag 46.9  38.1  19.8  45.9 




10 15 20 25
Fe 　 　 　 　
Ni 　 43.4  62.4  62.8 
Cu 　 2.8 2.4 3
Zn 　 　 　 　
�d 21.3  5.3  3.6  3.0 
Ag 　 　 　 　
Au 1.8 0.4 0.3 0.2
191廃自動車シュレッダーダスト（ASR）に含まれるパラジウムの調査
の層があり、サンプル⑨ではサンプル①よりもさらに厚い銀の層があることが
分かった。また、サンプル⑩ではニッケルと銅の合金の上にパラジウムと金の
合金の層があることが分かった。
写真6　EPMAで判明した金含有金属片
写真7　EPMAで判明した銀（上）およびパラジウム（下）含有金属片
5㎜
5㎜
5㎜
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６．まとめ
本研究では北九州市にある九州メタル産業株式会社のASR処理プラントで
発生しているASRに含まれるパラジウムの調査を行った。具体的には、ASR
処理プラントのジグザグ空気選別機の浮上物、箱型空気選別機の浮上物、およ
び箱型空気選別の沈下物を2mm幅のスリットでふるい分けたふるい下産物に
対してパラジウムの賦存状況を調査した。ICP-AESによる定量分析の結果、
各産物の－1mm産物にパラジウムはほとんど含まれていなかったが、箱型空
気選別の沈下産物の＋2mm産物をEPMAで分析した結果、パラジウムを含む
金属片が存在することが分かった。これらのことから、ASRからパラジウム
を回収には空気選別等の比重選別とふるい分け等の分級を組み合わせることが
有効であると考えられる。
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